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AMRサーベイランスの
守備範囲と課題



世界の現状（AMR推定死亡者数）

2013
2050

Antimicrobial Resistance: Tackling a crisis for health and wealth of nations, the OʼNeill Commission, UK, December 2014

薬剤耐性微⽣物によって
2013年70万⼈が死亡

2050年1000万⼈が死亡



世界の現状（201９年AMR死亡）

全世界でAMR直接的原因で死亡
127万⼈(2013年の1.8倍)
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関連死を含めると
495万⼈

Lancet. 2022 Feb 12;399(10325):629-655. 



サーベイランス

全ての⽬的を満たすサーベイランスは困難

⽬的に合わせた､妥当性のある調査が必要

対象軸 (項⽬)
世界
国

地域
病院

情報収集軸
･悉皆性 (詳細､範囲)
･正確性
･簡便性



薬剤耐性（AMR）対策アクションプラン（2016-2020）

ヒト対策だけで⼤丈夫でしょうか・・・



環境と薬剤耐性菌

環境がリザーバとなりヒトへ



外来感染対策向上加算の新設及び
感染防⽌対策加算の⾒直し

令和4年度診療報酬改定の概要個別改定事項Ⅰ(感染症対策)
https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000911809.pdf

医療の質を地域単位で向上する



院内および地域のAMR情報を可視化し、
院内および地域のAMR対策をサポートする

参加施設数︓1706
（加算1: 833､ 加算2: 504､ 加算3: 344､ なし: 25）



概要

・登録データを速やかに図表化し還元
・地域ネットワークによるAMR対策の推進にも利活⽤可能

データの⼆次利⽤で労⼒の軽減、各医療機関の感染症診療・対策に役⽴つ指標、様々なベンチマークと⽐較

地域の感染対策⽀援医療機関での
AMR対策サーベイランス

中核病院特定機能病院

全国のベンチマークデータ

J-SIPHEサーバー

微⽣物検出状況
（耐性菌検出率 等）

抗菌薬使⽤状況
（AUD・DOT 等）

医療関連感染症
（CLABSI・CAUTI 等）

可視化

データ集約 感染症診療・検査指標
（複数セット率 等）

感染対策指標
（⼿指衛⽣遵守率 等）

⼩規模病院

感染対策/抗菌薬適正使⽤/感染症診療の向上と
医療関連感染症の低減を⽬指す

資源の豊富な医療機関を中⼼に、 
地域での感染対策体制の整備を実施する

地域/国の代表性のある統計を作成し
国の感染症対策施策へ反映する

⼤病院

⼩規模病院



収集情報

基本情報
①感染症診療･抗菌薬適正使⽤情報 
②抗菌薬使⽤量情報 (⼊院EF統合ファイル)
③感染対策チーム関連情報 
④医療関連感染情報 (SSI: JANIS･JHAISファイル)
⑤微⽣物･耐性菌関連情報 (JANIS還元ファイル)

・出来る限り既存のデータを⼆次利⽤して活⽤
・レセプトでは取得できない診療情報を収集



フィードバック（地域連携）

地域で情報を共有し対策へつなげる



J-SIPHEのフィードバック（地域連携）

AMR

耐性菌を察知し対応策を協議
感染対策の質向上



AMR

抗菌薬使⽤状況から改善策を協議
抗菌薬適正使⽤の質向上

J-SIPHEのフィードバック（地域連携）



診療所における抗菌薬処⽅や傷病名の情報を可視化し、
現状を把握し対策することで､抗菌薬適正使⽤を推進する

診療所版 J-SIPHE

10⽉3⽇(⽉) 運⽤開始



迅速なデータ還元とグループ機能

登録

可視化

参加

グループ単位での
適正使⽤活動の推進

参加
診療所

グループでの活⽤
（診療科･系列医院など）

地域･診療科の
統計データ

グループでの
データ分析

⽇本全国の
診療所データの
解析･⾒える化

地域単位での
適正使⽤活動の推進

地域での活⽤

・ 地域の情報共有
・ 抗菌薬適正使⽤⽀援プログラム

 (ASP)の実施

診療所⽤システム
診療所版J-SIPHE

⾃施設の情報確認
地域/グループでの活⽤



各施設のダッシュボード（気道感染症）

受診件数(⽉推移)
初診件数
抗菌薬処⽅率

⾃施設処⽅状況の振り返りが可能



⾃施設処⽅内容の振り返りも可能
（抗菌薬以外も含む）

抗菌薬処⽅内訳（傷病名グループ別）

各施設のダッシュボード（気道感染症）



医療機関および⾼齢者介護施設

要介護度要⽀援
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介護療養型医療施設（療養病床）
2024年3⽉まで

介護⽼⼈保健施設（⽼健）

介護⽼⼈福祉施設
（特別養護⽼⼈ホーム）

認知症対応型グループホーム

５2 3 4121

有料⽼⼈ホーム

介護医療院

医科レセプト･介護レセプトで集計出来ない領域



医療機関および⾼齢者介護施設

施設
［回答施設数］

抗菌薬
使⽤率

抗菌薬使⽤された
主要感染症 主要抗菌薬種類

医療療養病床
（医療機関）
［82］

9.4%

肺炎 （39.5％）
尿路感染症（26.8％）
気管⽀炎   （3.8％）
蜂窩織炎   （3.8％）
不明   （2.2％）

注射第3世代セファロスポリン系
経⼝キノロン系
カルバペネム系
ペニシリン系

介護⽼⼈保健施設
（⽼健）
［126］

1.7％

尿路感染症（51.3％）
肺炎 （24.3％）
上気道炎   （9.9％）
気管⽀炎   （5.9％）
蜂窩織炎   （4.6％）

第3世代セファロスポリン系
キノロン系
ペニシリン系

介護⽼⼈福祉施設
（特別養護⽼⼈ホーム）

［137］
1.0％

尿路感染症（31.1％）
肺炎 （14.9％）
上気道炎 （12.2％）
気管⽀炎   （9.5％）
蜂窩織炎   （5.4％）

注射第3世代セファロスポリン系
経⼝キノロン系
経⼝ペニシリン系

当センターで実施したPoint Prevalence Survey



https://amr-onehealth-platform.ncgm.go.jp/home

薬剤耐性菌(ヒト) 院内感染対策サーベイランス事業、結核研究所
東京都健康安全研究センター、地⽅衛⽣研究所
国⽴感染症研究所 細菌第⼀部

抗菌薬･意識調査  AMR臨床リファレンスセンター(AMRCRC)
感染症 感染症発⽣動向調査事業、結核研究所

国⽴感染症研究所 細菌第⼀部
予防接種 ⽇本医療研究開発機構(AMED)研究班
動物薬剤耐性菌 動物医薬品検査所 動物由来薬剤耐性菌モニタリング(JVARM)
動物抗菌薬 動物医薬品検査所

農林⽔産消費安全技術センター
⽇本科学飼料協会

AMR対策に関連した各分野における指標の動向を総括的に提⽰



都道府県別の情報をユーザーが⾃由に選択できるサイト

ヒト分野  薬剤耐性菌･抗菌薬使⽤量



本邦の下⽔処理場（⽔再⽣センター）放流⽔のメタゲノム解析



まとめ

•本邦の基礎的なデータを収集する基盤を整備し、
  施設へ還元する体制は整った。

•病院内の項⽬および病院間の情報を統合して確認出来る
  システムを構築した。
  地域 (病院/診療所/⾼齢者施設など) の情報へ拡⼤する
  必要がある。

•多⾓的な情報を元に､効果的なフィードバックすることが肝要。
  ⾏動変容につなげる対策を推進していく必要がある。




